
自衛隊栃木地方協力本部
護国神社前でハロウィン広報展

て
広
報
展
を
実
施
し
た
。

て
お
り
、
女
性
の
来
場
者
か
ら
「
体
力
に
自
信
あ
り

で
正
解
す
る
と
豪
華
グ
ッ
ズ
が
も
ら
え
る
こ
と
も
あ

い
た
。
最
近
は
自
衛
隊
に
興
味
の
あ
る
女
性
が
増
え

都
宮
市
内
に
所
在
す
る
栃
木
県
護
国
神
社
前
に
お
い

ほ
か
、
巨
大
カ
ボ
チ
ャ
の
重
量
当
て
で
は
、
ク
イ
ズ

ま
せ
ん
が
大
丈
夫
で
す
か
？
」「
運
動
部
で
は
な
い

宇
都
宮
募
集
案
内
所
は
「
今
後
も
、
積
極
的
に
募

を
発
信
し
、
志
願
者
の
獲
得
に
努
め
て
い
く
」
と
し

集
広
報
を
行
い
、
多
く
の
対
象
者
に
自
衛
隊
の
魅
力

ク
展
示
を
行
い
、
ブ
ー
ス
に
は
下
校
中
の
中
学
生
、

当
日
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
ち
な
み
巨
大
カ
ボ
チ
ャ
の

高
校
生
が
大
勢
立
ち
寄
り
、
記
念
撮
影
を
楽
し
ん
だ

り
、
真
剣
な
表
情
で
挑
戦
す
る
な
ど
賑
い
を
見
せ
て

で
す
が
自
衛
官
に
な
れ
ま
す
か
？
」
な
ど
積
極
的
な

力
は
こ
れ
か
ら
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
衛
官

質
問
が
多
か
っ
た
。
対
応
し
た
女
性
自
衛
官
は
「
体

に
な
り
た
い
気
持
ち
を
強
く
持
つ
こ
と
、
あ
と
は
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
！
」
と
話
し
て
い
た
。

重
量
当
て
ク
イ
ズ
、
制
服
試
着
や
１
／
２
ｔ
ト
ラ
ッ

～巨大カボチャの重量当てよう～

子どものもりフェスティバルで広報展！

も
の
も
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
お
い
て
広
報
展
を

報
官
も
子
供
た
ち
に
「
お
兄
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
な
が

め
る
企
画
が
用
意
さ
れ
た
。
自
衛
隊
ブ
ー
ス
で
は
、

参
加
者
は
小
・
中
学
生
が
多
く
、「
ど
う
し
て
自
衛

都
宮
市
冒
険
活
動
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
た
「
子
ど

し
、
読
み
聞
か
せ
、
ベ
ー
ゴ
マ
回
し
、
竹
馬
、
竹
鉄

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ク
ラ

実
施
し
た
。

宇
都
宮
募
集
案
内
所
は
、「
今
後
も
、
こ
の
よ
う

自
衛
隊
が
よ
り
身
近
な
存
在
と
な
れ
る
よ
う
一
丸
と

こ
の
企
画
は
、
宇
都
宮
市
が
同
セ
ン
タ
ー
の
理
解

～組みひも作りにチャレンジ～

創設７２周年を迎えた新町駐屯地を見学！

に
つ
い
て
熱
心
に
話
を
聞
い
て
い
た
。
そ
の
後
の

い
て
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
用
い
た
説
明
が
あ
り
、
参
加
者

茂
木
町
自
衛
隊
家
族
会
（
会
長　

平
野　

和
男
氏
）

隊
の
多
彩
な
職
種
・
職
域
及
び
自
衛
官
の
キ
ャ
リ

品
に
搭
乗
し
て
様
々
な
質
問
を
す
る
な
ど
、
積
極

に
会
員
同
士
の
懇
親
を
よ
り
深
め
る
こ
と
を
目
的

支
援
し
た
。

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
宇
都
宮
募
集
案
内
所

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
宇
都
宮
募
集
案
内
所

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
真
岡
募
集
案
内
所

新
町
駐
屯
地
へ
向
か
う
車
中
で
は
、
担
当
広
報

ほ
か
、
２
０
１
４
年
の
御
嶽
山
噴
火
に
お
け
る
行

「
戦
車
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
を
間
近
で
見
学
で

に
対
し
、
部
隊
研
修
等
の
体
験
を
通
じ
て
新
た
な

想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

に
対
す
る
認
識
と
理
解
の
醸
成
が
で
き
る
よ
う
協

い
る
。

本
研
修
は
、
駐
屯
地
見
学
を
通
じ
て
自
衛
隊
部

～栃木県茂木町自衛隊家族会の研修を支援～
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（
所
長　

大
橋
２
陸
尉
）
は
、

月
６
日
（
金
）
宇

て
い
る
。

（
所
長　

大
橋
２
陸
尉
）
は
、
10
月
８
日
（
日
）
宇

イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ―

ル
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、
ネ
イ

な
っ
て
活
動
し
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

ら
、
未
来
の
自
衛
官
候
補
に
優
し
く
、
熱
心
に
対
応

な
地
域
と
密
接
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
、

の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
家
族
、
友
人
な
ど
と
余
暇

官
に
な
っ
た
の
？
」
な
ど
様
々
な
質
問
が
あ
り
、
広

組
み
ひ
も
作
り
を
企
画
し
、
多
く
の
親
子
連
れ
な
ど

チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
、
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
、
火
お
こ

し
て
い
た
。

砲
及
び
綱
わ
た
り
な
ど
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

総
勢
70
人
が
参
加
す
る
な
ど
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

に
計
画
さ
れ
た
。

真
岡
募
集
案
内
所
は
「
今
後
も
、
協
力
団
体
等

資
料
館
及
び
展
示
装
備
品
見
学
で
は
、
展
示
装
備

き
る
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
！
」
な
ど
の
感

隊
の
任
務
や
生
活
に
つ
い
て
現
地
で
学
び
、
さ
ら

は
特
に
災
害
派
遣
時
の
困
難
を
極
め
た
救
援
活
動

発
見
や
情
報
を
得
て
い
た
だ
き
、
更
な
る
自
衛
隊

え
た
新
町
駐
屯
地
の
編
成
及
び
部
隊
活
動
説
明
の

官
よ
り
自
衛
官
募
集
に
関
す
る
近
況
説
明
と
自
衛

方
不
明
者
捜
索
支
援
に
係
る
災
害
派
遣
活
動
に
つ

的
に
研
修
す
る
姿
が
見
ら
れ
、
参
加
者
か
ら
は

力
を
継
続
し
募
集
活
動
に
繋
げ
て
い
く
」
と
し
て

ア
形
成
に
つ
い
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
活
用
し
て
理
解
を
深

（
所
長　

麦
倉
准
陸
尉
）
は
、
10
月
11
日
（
水
）、

22
名
の
群
馬
県
に
所
在
す
る
新
町
駐
屯
地
研
修
を

め
た
。
駐
屯
地
見
学
で
は
、
創
立
72
周
年
を
迎


